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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヘッド部（１、２１）と、
　電流源（３）と、
　コントローラ（４、２４）と、
　１つ以上のコイル（２ａ、２ｂ、２２ａ、２２ｂ）とを備え、
　耳鳴りを治療するために生体内に渦電流を誘導するための交番磁界を発生させる装置で
あって、
　少なくとも１つのコイル（２ａ、２ｂ、２２ａ、２２ｂ、３０）が、異なる巻きを有す
る少なくとも２つの層（３１、３２）を備え、
　少なくとも１つのコイル（２ａ、２ｂ、２２ａ、２２ｂ、３０）が、オルソサイクリッ
ク巻き（３２、３２’）を有する少なくとも１つの層と、ヘリカル巻き（３１、３１’）
を有する少なくとも１つの層とを備え、
　装置が、音声出力のためのスピーカ（７、２７）をさらに備える、ことを特徴とする装
置。
【請求項２】
　少なくとも１つのコイル（２ａ、２ｂ、２２ａ、２２ｂ、３０）が、オルソサイクリッ
ク巻きおよびヘリカル巻き（３２、３２’、３１、３１’）をそれぞれ有する複数の隣接
層を備える、ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
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　少なくとも１つのコイル（２ａ、２ｂ、２２ａ、２２ｂ、３０）が、ヘッドフォン（１
、２１）内または上に配置されている、ことを特徴とする請求項１または２に記載の装置
。
【請求項４】
　少なくとも１つのコイル（２ａ、２ｂ、２２ａ、２２ｂ、３０）が、ヘッドフォンのイ
ヤーカップ（１９、２９）内または上に配置されている、ことを特徴とする請求項１また
は２に記載の装置。
【請求項５】
　２つのコイル（２ａ、２ｂ、２２ａ、２２ｂ、３０）が、それぞれ異なる高さレベルで
各耳に割り当てられている、ことを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の装
置。
【請求項６】
　各耳に割り当てられたコイル（２ａ、２ｂ、２２ａ、２２ｂ、３０）が、プッシュ－プ
ルモードで動作する、ことを特徴とする請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　装置が、交番界を放射するための少なくとも１つのバイポーラ鉄心コイルと少なくとも
１つのトランジスタを有する非安定マルチバイブレータとを備える、ことを特徴とする請
求項１から６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項８】
　周波数が２０Ｈｚ未満で選択される、ことを特徴とする請求項１から７のいずれか一項
に記載の装置。
【請求項９】
　周波数が３から１５Ｈｚで選択される、ことを特徴とする請求項１から７のいずれか一
項に記載の装置。
【請求項１０】
　デジタルの±５０％の周波数のウォブリングが設けられる、ことを特徴とする請求項１
から９のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１１】
　デジタルの±２５％の周波数のウォブリングが設けられる、ことを特徴とする請求項１
から９のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１２】
　デジタルの±１０％の周波数のウォブリングが設けられる、ことを特徴とする請求項１
から９のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１３】
　低電圧の直流電圧源が電圧源（３）として設けられる、ことを特徴とする請求項１から
１２のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１４】
　９ボルトの直流電圧源が電圧源（３）として設けられる、ことを特徴とする請求項１か
ら１２のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１５】
　装置が、少なくとも１つのディスプレイ（５、２５）を備える、ことを特徴とする請求
項１から１４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１６】
　装置が、ＬＣＤディスプレイを備える、ことを特徴とする請求項１から１４のいずれか
一項に記載の装置。
【請求項１７】
　装置が、入力装置（６、２６）および表示装置（５、２５）をさらに備える、ことを特
徴とする請求項１から１６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１８】
　装置が、１つまたは複数の加熱される領域（８、２８）を備える、ことを特徴とする請
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求項１から１７のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１９】
　装置が、データインターフェース（９ａ、９ｂ）を備える、ことを特徴とする請求項１
から１８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２０】
　装置が、メモリモジュール（１０）を備える、ことを特徴とする請求項１から１９のい
ずれか一項に記載の装置。
【請求項２１】
　耳鳴り、睡眠障害、頭痛、片頭痛、頚部および胸部症候群、神経症ならびに循環障害を
治療するための請求項１から２０のいずれか一項に記載の装置の作動方法であって、前記
作動方法は、前記装置が交番磁界を発生させ、放射することを含む、作動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、交番磁界を発生させる装置に関する。特に、本発明は、特に耳鳴りを治療す
るために生体内に渦電流を誘導するための交番磁界を発生させる装置において、
　ヘッド部と、
　電流源と、
　コントローラと、
　１つ以上のコイルと
　を備える装置に関する。
【０００２】
　本発明は、生体内に渦電流を誘導するための交番磁界を発生させる装置およびそのよう
な装置の使用に関する。
【背景技術】
【０００３】
　交番磁界を発生させて放射する装置は、パルス、鋭いエッジおよび高調波を有する調整
可能な低周波数を有するように設計されている。
【０００４】
　生体を治療および検査するために交番電磁場を発生させて放射する様々な装置が知られ
ており、そのような交番電磁場の侵入深さは周波数の関数であると一般に予想される。
【０００５】
　ＷＯ２０１１／００９８０７は、治療効果（診断）の評価のためのソースとして、低周
波電磁場（治療）用アプリケータと脳波記録（ＥＥＧ）との組み合わせからなる耳鳴り治
療装置を記載している。特許出願ＷＯ２０１１／００９８０７は、アプリケータの鉄心コ
イルが巻回される方法に関して何ら示唆を与えていない。
【０００６】
　ＷＯ１９９９／０４８５４は、生体内に渦電流を誘導するための交番磁界を発生させる
装置を記載している。同様に、特許出願ＷＯ１９９９／０４８５４は、アプリケータの鉄
心コイルがどのように巻回されているかに関して何らの示唆も含んでいない。
【０００７】
　当初定義された種類の耳鳴りを治療するためのさらに類似の装置は、例えば、ＤＥ１０
３１００８４Ａ１またはＥＰ０５３７３８５Ａ１から得ることができ、同様に、そのよう
な装置において使用されるコイルまたはソレノイドの巻回に関する詳細は何ら開示されて
いない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】国際公開第２０１１／００９８０７号
【特許文献２】国際公開第１９９９／０４８５４号
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【特許文献３】独国特許出願公開第１０３１００８４号明細書
【特許文献４】欧州特許出願公開第０５３７３８５号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の目的は、特に耳鳴りを治療するために生体内に渦電流を誘導するための交番磁
界をより効果的に発生させることができる新規且つ改良された装置を提案することである
。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この目的を解決するために、当初定義された種類の装置は、少なくとも１つのコイルが
異なる巻きを有する少なくとも２つの層を含むことを実質的に特徴とする。
【００１１】
　本発明は、自律神経系の誘導された刺激により、細胞膜における起こり得る電荷シフト
の選択的制御、および／または既存の閉塞の除去もしくは低減を可能とするように、構造
的に簡便に生体内に渦電流を選択的且つ安全に発生させることができる、生体内に渦電流
を誘導するための交番磁界を発生させる装置を提供することを目的とする。調整可能な低
周波数の交番磁界が本発明にかかる装置によって放射されるため、異なる生体の異なる感
度に対する単純な適合が可能になった。この文脈において、感度は、治療される人のＥＥ
Ｃアルファリズムに対応する周波数で最も高いことがわかった。さらに、本発明にしたが
って選択された低い場の強度は、生体内の渦電流の誘導に関する所望の効果が問題のない
且つ絶対的に安全な取り扱いによって達成されることを確実にする。その際、高調波を含
む脈動して鋭いエッジを有する波形のパルスが生成されて放射される。生体に供給された
これらの誘導パルスは、外部から印加される交番磁界の周波数が固有パルスと同期してい
る場合、生体の自身のパルスを最適に励起して支持する。したがって、自律神経系の求め
られている刺激が支援される。
【００１２】
　本発明にかかる装置の本質的な特徴は、少なくとも１つのコイルが異なる巻きを有する
少なくとも２つの層を備えることにある。ワイヤが規則的に重ね合わされた層に巻回され
る従来のコイルとは対照的に、本発明にかかる装置の少なくとも１つのコイルは、異なる
巻きを有する少なくとも２つの層によって構成される。この特別な巻き方法のために、交
番磁界には、生体内の渦電流の誘導に関連して特別な特性が与えられる。異なるコイルは
、コイルの製造の自動化または再現性を可能にするために同じパターンにしたがって巻回
されてもよい。コイルは、例えば、２ｍＴまでの磁界を生成するように設計されている。
【００１３】
　異なる巻きを有する少なくとも２つの層を有する少なくとも１つのコイルの、本発明に
したがって提供される構成は、高調波内容を有する鋭いパルスを実質的により良好に生成
することができるコイルの製造または提供を可能にする。高調波内容を有する鋭いパルス
を生成するためのそのようなコイルは、特に通常巻回されたコイルよりも耳鳴りの治療に
おいてより良好な効果を確実に示す。
【００１４】
　特に好ましい実施形態によれば、少なくとも１つのコイルは、オルソサイクリック巻き
を有する少なくとも１つの層とヘリカル巻きを有する少なくとも１つの層とを備えること
が本発明にしたがって提供される。オルソサイクリック巻きを有する少なくとも１つの層
とヘリカル巻きを有する少なくとも１つの層とを備えるそのようなコイル構成は、極めて
低い周波数で動作するコイルにおいて上述した鋭い高調波パルスの確実な達成を可能にす
る。
【００１５】
　特別に設計されたパルスの意図された効果を高めるために、少なくとも１つのコイルは
、それぞれオルソサイクリックおよびヘリカル巻きを有する複数の隣接層を備えることが
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本発明のさらに好ましい実施形態にしたがって提案される。
【００１６】
　特に耳鳴りの治療のために選択された場所または位置において生体内に渦電流を誘導す
るための交番磁界を生成するためのコイルの信頼性の高い正確な位置決めを可能にするた
めに、少なくとも１つのコイルは、ヘッドフォン内または上に、特にヘッドフォンのイヤ
ーカップ内または上に配置されることが本発明のさらに好ましい実施形態にしたがって提
案される。
【００１７】
　さらに、特に耳鳴りを治療するために所望の位置において誘導されるべき渦電流を得る
ために、２つのコイルがそれぞれ異なる高さレベルで各耳に割り当てられることがさらに
好ましい実施形態にしたがって提案される。各耳に割り当てられるコイルは、皮質および
乳様突起の領域に取り付けられまたは配置され、皮質コイルは、例えば、ヘッドフォンの
イヤーカップの上部領域に配置される一方で、乳様突起用のコイルは、ヘッド部分または
ヘッドフォンのイヤーカップの下側に、特に僅かに斜めに取り付けられる。本発明によっ
て提案される異なる高さレベルで各耳に割り当てられるコイルの特別な配置は、電磁場に
よって生成される力場がまた、所望の効果を達成するために身体内部の細胞にも到達する
ことを確実にする。
【００１８】
　この文脈において、各耳に割り当てられたコイルがプッシュ－プルモードで動作するこ
とがさらに好ましい実施形態にしたがって提案される。各耳に割り当てられたコイルのそ
のようなプッシュ－プル動作は、生成された交番電磁場を電荷に作用させ、したがって、
運動中において、特に自身の振動のリズムにおいて聴覚中心に静電荷を置く。コイルのプ
ッシュ－プル動作に起因して、それらが特に細胞間の情報交換を刺激することができるた
め、治療的に関連する脈動する交番電磁場に重畳された弱い残響信号が生成される。
【００１９】
　構成上製造するのが容易である本発明の特に簡単な構成は、好ましくは、装置が交番界
を放射するための少なくとも１つのバイポーラ鉄心コイルとトランジスタを有する非安定
マルチバイブレータとを備えるように考案される。交番磁界の生成および放射は、公知の
要素を用いて比較的単純且つ費用効果が高く達成されることができる。本発明にかかる装
置は、特に、耳鳴り、睡眠障害、頭痛、片頭痛、頚部および胸部症候群、神経症および循
環障害を治療するために使用されることができる。調整可能な低周波数を有する交番磁界
の有利に作用する部分は、周波数が２０Ｈｚ未満、特に３から１５Ｈｚであるように選択
されることが実証されている。一般に、２つの本質的な治療特定領域への分類が見出され
、３から６Ｈｚの周波数範囲は、一般に、沈静化および鎮痙効果を有する。対照的に、８
から１５Ｈｚの周波数範囲は、主に、刺激、鎮痛および安定化効果を有する。さらに、８
Ｈｚ未満の周波数は、基本的に血管拡張効果を有するが、１２Ｈｚを超える周波数は、一
般に、血管収縮を招くことが予想されることができ、上述した高周波範囲は、低周波数が
有効でない場合にのみ適用されるべきである。
【００２０】
　所望の効果に調整されるべき周波数の適応をさらに改善するために、特にデジタルの±
５０％、好ましくは±２５％、好ましくは±１０％の周波数のウォブリングが設けられる
ことがさらに好ましい実施形態にしたがって提案される。
【００２１】
　さらに、構造的に簡単な構成、特にグリッドとは独立して動作可能な装置の製造のため
に、低電圧直流電圧源、特に９ボルト直流電源が電圧源として設けられることがさらに好
ましい実施形態にしたがって提案される。したがって、耳鳴りの治療に適用された場合に
特に有利なバッテリを直流電圧源として提供することにより、モバイルおよび携帯用ガジ
ェットを主電源とは独立にすることも簡単な方法で可能である。充電式蓄電池はまた、電
源として容易に統合されることもできる。
【００２２】
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　既に上述したように、本発明にかかる装置は、複数の適用分野を治療するために使用す
ることができ、特に、上記指摘したような耳鳴りの治療のために、装置は、ヘッドフォン
の各スピーカに含まれるバイポーラ鉄心コアを有するヘッドフォンにおいて収容される。
必要に応じて、しかしながら、例えば耳鳴りが片耳のみに発生する場合には、１つのみの
バイポーラ鉄心コイルを備える構成もまた任意選択で考えられる。本発明にかかる装置は
、全体的に、適用および使用するのに容易な構造が達成されるように、そのようなヘッド
フォンにおいて、必要に応じて適切な小型構造アクセサリ装置を用いて容易に実現される
ことができる。
【００２３】
　変形実施形態では、本発明にかかる装置は、入力装置および表示装置を備える。既に上
述したように、本発明にかかる装置の本質的な特徴は、様々な指標を処理し、交番磁界と
治療される人の固有パルスとの間の最良の可能な対応を得るための調整可能な低周波数の
利用可能性にある。この文脈において、装置は、所望の周波数、治療期間、治療の開始／
停止を調整するための複数のスイッチまたは選択手段を備えることが提案される。したが
って、所望の周波数範囲への適合と、治療される人の固有パルスの周波数との正確な対応
との双方を達成することが簡単な方法で可能となった。
【００２４】
　変形実施形態では、乳様突起および皮質コイルは、個別に電気的に制御され、各信号が
任意の所望の値だけ時間的にシフトされるように配置される。一方の頭側における乳頭突
起コイルと皮質コイルとの間の半周期による信号シフトは、例えば、特別な治癒効果を促
進する。
【００２５】
　本発明にかかる装置の取り扱いおよび監視をさらに容易にするために、さらに、装置が
少なくとも１つのディスプレイ、特にＬＣＤディスプレイまたは網膜ディスプレイを備え
ることが提供されることが好ましい。本発明にかかる装置の使用をさらに自動化するため
に、装置が本発明のさらに好ましい実施形態に対応するようにタイマを備えることが提案
される。
【００２６】
　変形実施形態では、本発明にかかる装置は、磁場療法とサウンド療法とを組み合わせる
ために２つ以上のスピーカを備える。耳鳴り専用のサウンドシーケンス、静かな音楽作品
、マスカ、またはノイザは、スピーカを介して放射される。スピーカは、例えば、オーデ
ィオポートを介してまたはブルートゥース（登録商標）などの非接触データインターフェ
ースを介して音楽プレーヤに接続される。音楽再生の制御は、スマートフォンなどのブル
ートゥース対応機器を介して行われる。ボリュームおよびタイトルは、表示装置に直接表
示され、入力装置によってトリガされることができる。あるいは、追加の小型リモートコ
ントローラを使用することによって適切な選択が行われることができる。
【００２７】
　変形実施形態では、本発明にかかる装置は、加熱されることができ且つ皮膚に接触する
かまたは近接する領域を備える。そのような加熱された領域は、さらに血流を促進する。
したがって、耳領域の緊張および痙攣は軽減される。加熱は、例えば、赤外線範囲で動作
する放射器によって行われる。
【００２８】
　変形実施形態では、本発明にかかる装置は、例えば、本発明にかかる装置の動作または
メンテナンスのために音楽プレーヤまたは外部コントローラを接続するためのオーディオ
ポートなどの有線インターフェース、または、スマートフォンを接続するためのブルート
ゥースなどの無線インターフェースなどのデータインターフェースを備える。変形実施形
態では、本発明にかかる装置は、装置がデータ交換を可能にするＦｉｔｂｉｔブレスレッ
トおよびスマートウォッチに接続されることができるインターフェースを備える。変形実
施形態では、本発明にかかる装置は、装置がＩｏＴ（モノのインターネット）、すなわち
ネットワークに接続されることができるインターフェースを備える。この目的のために、
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ＲＦＩＤトランスポンダが回路に組み込まれている。
【００２９】
　変形実施形態では、本発明にかかる装置は、例えば、スピーカによって放射されるリラ
クゼーション音楽および耳鳴り治癒音楽を記憶するための例えばＳＤカードなどのメモリ
カードなどのメモリモジュールを備える。測定データまたは治療プロトコルもまた、後の
評価のためにメモリカード上に置くことができる。
【００３０】
　変形実施形態では、本発明にかかる装置のいくつかの機能は、ベース部にアウトソーシ
ングされる。そのような構成では、ヘッド部分は、例えば、ヘッドバンド、イヤーカップ
、アプリケータ、スピーカを備えるとともに、ベース部は、電流源、コントローラ、表示
装置、入力装置などの残りの構成要素を備える。この変形実施形態は、特定の構成要素が
重く、スペースを必要とし、ヘッド部に統合するのが困難な場合にのみ特に有利である。
ヘッド部とベース部との間の接続は、例えば、ケーブルを介して、またはブルートゥース
などの非接触インターフェースを介して実現される。特定の機能は、アプリの意味でスマ
ートフォンに同様に統合されることができる。この場合、デバイス固有のアプリがアプリ
ストアからダウンロードされ、スマートフォンにインストールされる。スマートフォンの
入力および表示手段は、本発明にかかる装置の入力および表示手段として使用されること
ができる。そのような変形実施形態は、患者に節約を提供する。スマートフォンと本発明
にかかる装置との間の通信は、例えばブルートゥースなどの非接触インターフェースを介
して行われ、双方向、すなわち、制御目的のためにスマートフォンから本発明にかかる装
置へ、且つ診断目的のために本発明にかかる装置からスマートフォンへのデータ交換を可
能にする。
【００３１】
　以下では、本発明は、添付図面において概略的に示される例示的な実施形態を用いてよ
り詳細に説明される。そこにおいて以下のとおりである：
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明にかかる装置の第１の実施形態の概略図である。
【図２】図１にかかる実施形態の概略回路構成図である。
【図３】図１のものと同様の表現で本発明にかかる装置の変形実施形態を示している。
【図４】異なる巻きを有する層を有するコイルの部分概略図を拡大して示している。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　本発明は、図面を参照して以下により詳細に説明される。
【００３４】
　図１にかかる装置は、例えば、ばね式ヘッドバンドおよび耳を覆う２つのイヤーカップ
を含むヘッド部とも呼ばれるヘッドフォン１を備える。ヘッド部については、治療中に最
大限の快適性を保証するために高品質素材が使用される。全ての素材は、皮膚の耐性につ
いて試験されている。例えば鉄心コイル２ａなどのアプリケータ２は、イヤーカップにそ
れぞれ設けられている。それらは、乳様突起骨を治療するために設けられ、イヤーカップ
の後部領域に直接鋳造される。乳様突起骨は、湾曲した骨であり、それは耳のすぐ後方に
ある。例えば皮質のための鉄心コイル２ｂなどの他のアプリケータもまた、使用中に移動
しないようにヘッドバンド１内に直接鋳造される。皮質（または大脳皮質とも呼ばれる）
は、大脳の最外層であり、神経細胞が豊富である。変形実施形態では、鉄心コイルは、ヘ
ッドバンド１に取り付けられたタブに鋳造され、皮質の特定の位置に到達するまで移動さ
れる。例えばバッテリまたは充電式蓄電池などの電流源３は、ヘッドバンド１またはイヤ
ーカップに配置される。アプリケータ信号を増幅するためのコントローラ４および信号増
幅器（図示しない）は、イヤーカップまたはヘッドバンドに収容されている。この電子機
器は、同時に、アプリケータの実際の機能を監視する。これは、ヘッド部への電流を測定
することによって行われる。
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【００３５】
　さらに、図１は、ディスプレイ５、入力装置６、スピーカ７、およびヘッドフォン１の
各イヤーカップ１９内または上における加熱パッドまたは加熱される領域８を示している
。
【００３６】
　装置は、図２を参照して以下により詳細に説明されるコントローラを備える。コントロ
ーラの電子機器は、製造コストの大幅な削減をもたらす最新のＳＭＴ技術に基づいている
必要がある。変形実施形態では、ディスプレイおよび入力装置６を含むコントローラの電
子機器は、本発明にかかる装置のヘッド部に供給され、したがって、本発明にかかる装置
全体は、ストレス削減に寄与する完全な無線療法を可能にする。
【００３７】
　本発明にかかる装置のコントローラ４は、以下の構成要素を備える：
【００３８】
　コントローラ１１：例えば、１０Ｋバイトの内部プログラムメモリ、２ＫのＲＡＭおよ
び２８バイトのＥＥＰＲＯＭを有するＡｔｍｅｌ社によるＡＴＭＥＧＡ　１６－Ｐタイプ
。プログラムメモリは、フラッシュプログラムメモリとして設計されており、したがって
、最大１０，０００回まで消去およびプログラムが可能である。
【００３９】
　ＥＥＰＲＯＭ１２：以下のデータ、各２５６バイトの最大１０個の曲線形状（２，５６
０バイト）、実行時間メータ（８バイト）、患者データ（２５６バイト）、タイムプログ
ラム（２５６バイト）がＥＥＰＲＯＭに記録される。したがって、合計で３，０８０バイ
トになる。将来の準備のために、６４ＫビットのシリアルＥＥＰＲＯＭが使用される（例
えば、Ａｔｍｅｌ社によるＡＴ２４Ｃ６４）。
【００４０】
　ＲＴＣ１３：ＲＴＣ（リアルタイムクロック）は、記憶モジュール１０における全ての
１回の治療の正確な日時の記録および検索を可能にする。
【００４１】
　リセット１４：監視回路は、電源電圧を監視し、定義された制限値を下回った場合にプ
ロセッサユニット用に定義されたＲＥＳＥＴ信号を出力する。これは、出力増加の場合と
電圧低下の場合の双方で発生する。さらにまた、モジュールは、装置のオフ状態でＲＴＣ
モジュールの電源を切り替える。
【００４２】
　クロック１５：コントローラ１１のクロック供給のための８ＭＨｚのクロック周波数。
要求されるクロック周波数の精度により、セラミック共振器が使用される。
【００４３】
　ディスプレイ５：網膜ＨＤディスプレイが好ましい。その操作は別個のアプリで行われ
る。個々の構成要素の全体的なコントロール４、２４は、別個のアプリによって同様に提
供される。しかしながら、動作において外部の耳鳴りアプリ（マスカ、トレーナまたはノ
イザ）を含めることも可能である。
【００４４】
　ＵＳＢポート：この接続は、内蔵蓄電池を充電するように機能する。さらにまた、ＵＳ
Ｂポートは、プログラム更新およびＰＣとのデータ交換に使用されることができる。
【００４５】
　Ｄ／Ａ変換器１６：Ｄ／Ａ変換器は、ＥＥＰＲＯＭに記録された曲線形状にしたがって
アプリケータへの出力信号を生成する。振幅および周波数の分解能は、２５６（＝時間離
散および振幅離散出力）である。
【００４６】
　ＰＷＭ出力：この場合、コントローラ１１によってＰＷＭ信号が放射される。振幅は、
ＤＡ変換器によって定義される。
【００４７】
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　出力増幅器１７：これは、ＤＡ変換器によって放射されたアプリケータ信号の最大振幅
まで増幅し、同時に、アプリケータ（ヘッド部）の実際の機能を監視する。これは、コン
トローラ１１のアナログ／デジタル変換器によって測定されてそれに応じて評価されるヘ
ッド部への電流の流れ（信号ＡＰＰＬ　ＯＫ）を測定することによって行われる。この測
定に基づいて、アプリケータ機能の評価が可能である。アプリによって選択されたアプリ
ケータは、同じ信号によって処理される。
【００４８】
　ブルートゥース：コントロール４、２４は、ブルートゥースモジュールを備える。した
がって、スマートフォンまたはブルートゥース対応のプレーヤによってヘッド部を介して
音楽または耳鳴りアプリを耳鳴り装置に出力することができる。コントロール４、２４は
、スマートフォンを介して行われることができる。
【００４９】
　オーディオポート：非対応のスマートフォンまたはプレーヤもまた、オーディオポート
を介して接続されることができ、耳鳴りトレーナ、マスカまたはノイザは、ヘッド部を介
して放射されることができる。
【００５０】
　ＳＤメモリカード：ＳＤメモリカードを使用することにより、特別なリラックスまたは
耳鳴り音楽を装置に読み込んでヘッド部を介して放射することができる。
【００５１】
　オーディオ：このために、オーディオモジュール（ＭＳ６３３１Ｇ）が使用される。音
量およびタイトルは、ディスプレイ５、２５（表示装置）またはスマートフォンから直接
選択されることができる。
【００５２】
　電圧処理１８：装置は、内部蓄電池によって供給される。以下の電圧が処理される：Ｖ
Ｌｏｇｉｃ：ロジック部およびブルートゥースモジュールの３．３Ｖの電源電圧。ＶＡｐ
ｐｌ：出力増幅器のアプリケータ電圧。ＶＲＴＣ：ＲＴＣ１３およびリアルタイムのバッ
クアップ電圧。さらにまた、電圧プロセッサ１８はまた、蓄電池電圧（ＬＯＷＢＡＴ）を
監視し、それをコントローラ１１のＡＤ変換器に供給する。後者は、必要な充電の早期表
示を可能にするために電圧を測定する。省エネルギ部品を考慮した開発が実現される。
【００５３】
　赤外線加熱：赤外線加熱パッド８がイヤーパッド（イヤーカップ）に組み込まれている
。それらは、さらに血液循環を促進する。したがって、耳領域の緊張および痙攣は軽減さ
れる。
【００５４】
　アプリケータコイル：乳様突起骨用のコイルは、イヤーカップの後部に直接鋳造される
。皮質用のコイルもまた、使用中にそれらが動くのを防止するためにヘッドバンド１、２
１内に直接鋳造される。高品質のヘッド部が治療中の最大限の快適性を保証するために使
用される。全ての素材は、皮膚不耐性について試験されている。
【００５５】
　このアプリケーションは、以下の機能を備える：
【００５６】
　アプリケータ信号：１０本の曲線形状が、同時に、重ね合わせられまたは組み合わせら
れて記憶されることができる。選択は、ディスプレイを介して行われる。
【００５７】
　アプリケータの最大周波数：２００Ｈｚ。
【００５８】
　周波数の重要な成分は、追加のウォブリングを備える。
【００５９】
　周波数は、異なるプログラムにおいて選択される。
【００６０】
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　０－９９９９の実行時間メータ（１／１０時間での保存および読み出し）およびディス
プレイ上の読み出し。
【００６１】
　状態監視蓄電池（ＬＯＷＢＡＴ）およびディスプレイ上の読み出し。
【００６２】
　状態監視アプリケータ（ＡＰＰＬＯＫ）およびディスプレイ上の読み出し。
【００６３】
　接続されたブルートゥースディスプレイ（ＤＬリンク）およびディスプレイ上の読み出
し。
【００６４】
　ＳＤメモリカード－タイトルを個別に選択および制御可能。ディスプレイ上の読み出し
。
【００６５】
　高／低オーディオ出力の音量コントロール（＜＜／＞＞）およびディスプレイ上の読み
出し。
【００６６】
　皮質および／または乳様突起用のアプリケータは、個別にオンおよびオフに切り替えら
れてディスプレイ上に読み出されることができる。
【００６７】
　ディスプレイ上のメニューガイダンスおよびアプリ。
【００６８】
　ディスプレイ（バックグラウンド照明）および／またはコントローラ１１の時間監視お
よび自動シャットダウン。
【００６９】
　装置の「ＲＥＡＤＹ」状態を示すためのディスプレイ上のＢＵＳＹ表示。
【００７０】
　例えば、実行時間メータ、開始した治療数などのＥＥＰＲＯＭへのデータの記憶。
【００７１】
　プログラム変更および蓄電池の充電用のＵＳＢポート。
【００７２】
　患者データの処理は、アップロードを介して行われることができる。データは、ＰＣお
よび別個のソフトウェアを使用して処理されることができる。
【００７３】
　変形実施形態では、コイルは、鉄心から構成される。鉄心の寸法は、３０ｍｍから６０
ｍｍ、特に５０ｍｍから６０ｍｍの長さと、６ｍｍの直径とを備える。コイルは、直径が
０．２ｍｍの銅線の６００から６５０巻きを有する。
【００７４】
　図３にかかる実施形態では、複数のコイルは、ヘッドフォン２１、特にヘッドフォンの
イヤーカップ２９に同様に組み込まれており、それにより、図３に示す実施形態では、乳
様突起用のコイル２２ａおよび皮質用のコイル２２ｂは、双方とも、ヘッドフォンのイヤ
ーカップ２９内にそれぞれ異なる高さレベルで組み込まれている。
【００７５】
　図１にかかる実施形態と同様に、コントローラ２４、ディスプレイ２５、入力装置２６
、スピーカ２７および加熱される領域または加熱パッド２８などの追加の要素は、同様に
ヘッドフォンのイヤーカップ２９に組み込まれて概略的に示される。
【００７６】
　図４は、部分的に切断されたコイル３０を原寸に比例していない拡大図で、概略的に示
しており、破線で示されているこの層のワイヤ３１のコース３１’によって示されるよう
に、３１によって示される第１の巻き層が螺旋状に巻回されていることが明らかである。
【００７７】
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　それに続いて、その巻きが概略的に示されるコース３２によって示されるようにオルソ
サイクリックに巻回され、ヘリカル巻き３１または３１’の斜めまたは傾斜配置に対向す
るコイル軸に対して略垂直にそれぞれ延在する層３２が示されている。
【００７８】
　異なる巻きを有する層３１、３２を設けることにより、特に、均一または一定の巻きを
有するコイルとは対照的に鋭い高調波パルスを有する場を得ることが可能であり、そのよ
うな場合、特に、各耳にそれぞれ割り当てられたコイル２ａおよび２ｂ、ならびに２２ａ
および２２ｂのプッシュ－プル動作において取得可能である。
【００７９】
　達成されるべき場の強度に応じて、図４において概略的にのみ示され、皮質コイル２ｂ
および２２ｂならびに乳様突起コイル２ａおよび２２ａの双方に使用されることができる
コイル３０は、異なる巻きを少なくとも部分的に備える、それに対応して高い数の巻きお
よび巻き層を備えることができる。
【符号の説明】
【００８０】
　１、２１　ヘッドバンド
　２ａ、２２ａ　乳様突起コイル
　２ｂ、２２ｂ　皮質コイル
　３　電流源
　４、１１、２４　コントローラ
　５、２５　表示装置（ディスプレイ、ＨＤ網膜ディスプレイ）
　６、２６　入力装置（タッチスクリーン、音声認識）
　７、２７　スピーカ
　８、２８　加熱される領域または加熱パッド
　９ａ　シリアルデータインターフェース（ＲＳ２３２）
　９ｂ　オーディオインターフェース
　９ｃ　データインターフェース（ブルートゥース）
　１０　メモリモジュール
　１２　メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）
　１３　ＲＴＣ（リアルタイム）
　１４　リセット
　１５　クロック
　１６　Ｄ／Ａ変換器
　１７　出力増幅器
　１８　電圧処理
　１９、２９　ヘッドフォンのイヤーカップ
　３０　コイル
　３１、３１’　ヘリカル巻き
　３２、３２’　オルソサイクリック巻き
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